
常総市防災危機管理課

「防災意識社会」の再構築に向けた
常総市の取組

北関東連絡協議会・茨城県防災士会



常総市の地勢

鬼怒川

小貝川

水海道地区

石下地区

常総市役所

【人口】60,265人(外国人6,821人)

【世帯】26,216世帯(外国人4,307世帯)

※ 令和7年.4月1日現在 住民基本台帳

【面積】約124k㎡

南北 約20km、東西 約10km

茨城県
南西部

都心から
約５５ｋm
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圏央道
常総IC

石下庁舎
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台風第１８号から変わった低気圧に向かって、南から湿った空気が流れ込んだ影響で、

関東地方と東北地方では記録的な大雨。９月９日から１０日にかけて、栃木県に線状降水
帯が発生。日光市五十里（いかり）では最大２４時間降水量５５１ｍｍを記録するなど、宮
城県、栃木県を中心に、当時の観測史上１位の降水量を記録。大雨特別警報が栃木県と
茨城県で発令された。

平成27年9月関東・東北豪雨 降雨の概要

線
状
降
水
帯
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「鬼怒川水海道」 観測所データ

若宮戸地区溢水 鬼怒川堤防決壊

９月１０日６：３０ ９月１０日１２：５０
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平成２７年９月１０日 ６時３０分に常総市若宮戸で鬼怒川が溢水、同日１２時５０分に常総市

三坂町で鬼怒川堤防左岸が約２００ｍにわたって決壊し、市の１／３（約４０ k㎡）が浸水。

小貝川

鬼怒川

決壊箇所
（鬼怒川左岸21.0km）

決壊箇所
（鬼怒川左岸21.0㎞）

常総市役所から撮影（撮影日：9/11）

【決壊地点近傍】家屋等の流出状況（撮影日：9/11）

鬼怒川

鬼怒川

小貝川

小貝川

常総市役所

：氾濫域の最大総浸水
面積（40ｋ㎡）

国土地理院公表資料

：決壊箇所
鬼怒川左岸21.0km

：浸水範囲内の建築物

常総市役所

決壊箇所
（鬼怒川左岸21.0km）

（内閣府 中央防災会議 水害時の避難・応急対策検討ワーキンググループ 報告書より）

溢水箇所
（鬼怒川左岸25.35km）▲

鬼怒川の氾濫状況
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市街地

鬼怒川
小貝川

上空からの浸水状況
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浸水状況 （H28.9.11撮影）

庁舎１階 避難所となった庁舎2階

庁舎非常用電源設備↓

庁舎駐車場

自衛隊車両 8



人的被害
（現時点）

全壊 大規模半壊 半壊 床上浸水 床下浸水 合計

53件 1,566件 3,265件 122件 1,117件 6,123件

住家被害[認定]

（H29.9月時点）
※罹災証明書発行内訳数

決壊現場（提供：国土交通省関東地方整備局）堤防 決壊現場付近（常総市撮影）

※災害関連死を含む

死亡※ 重症 中等症 軽傷 行方不明

１５人 ３人 ２１人 ２０人 ０人

人的被害・住家被害の状況
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救助者数の状況

機関名
救助種別

ヘリコプター 地上部隊

自衛隊 723人 1,292人

海上保安庁 99人 ―

警察 209人 193人

消防本部 308人 1,434人

計 1,339人 2,919人

合計 4,258人

救助の様子（常総市撮影）
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避難者、ライフラインの状況

ピーク時の避難者数（H27.9.11時点）

避難所数 人 数

市内 26ヵ所 4,501人

市外 13ヵ所 1,722人

合計 39ヵ所 6,223人

ライフライン
種別 状況（件数等） 復旧状況

電気 停電（約11,200世帯） H27.10.26 完全復旧

水道
石下東部浄水場 （約4,400軒断水）
相野谷浄水場 （約7,400軒断水）

H27. 9.21 仮復旧

電話 NTT光回線（約5,000回線不通） H27. 9.17 通信障害回復

道路
国道294・354号線及び
主要幹線道路（通行止め）

H27.12.18 片側通行可
H28. 2. 8 全面通行可

鉄道 関東鉄道常総線（全線運休）
H27.10.10 全線運転再開
H27.11.16 通常ダイヤ復旧

避難所の様子（常総市撮影）

１ヶ月半後

１０日後
（ポンプ稼働２週間後）

１週間後

３ヶ月後
半年後

１ヶ月後
２ヶ月後

３割弱
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広域地図（国土地理院ＨＰ 国土地理院地図より）

9/10 AM2:25
千代川中学校に受入開始

9/10 PM1:30頃
豊里交流センターに受入開始

9/10 PM1:30頃
谷和原小学校等に受入開始

つくば市（最大1,132人）

つくばみらい市（最大320人）

下妻市（最大270人）

9/10 PM3:30頃
内野山小学校等に
受入開始（体制のみ）

坂東市

広域避難の状況
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市外 13ヵ所 1,722人



水道事業の状況

石下東部浄水場
（4400軒断水）

相野谷浄水場
（7400軒断水）

【常総市内浄水場】



浄水場の状況



浄水場の状況



廃棄物の状況

片付けゴミ排出状況 中心市街地（市役所入口付近）



廃棄物の状況

災害廃棄物（水害ゴミ）

災害廃棄物の総発生量

住家等の浸水被害により，市内で大量の災害廃棄物が発生した。

また，災害廃棄物の分別等を行うために，一次仮置き場を１３箇所（市内

１０箇所，市外３箇所）に設置

廃棄物
（避難所を除く）

避難所等からの
廃棄物

災害廃棄物
総発生量

ごみ 52,494ｔ 23ｔ 52,517ｔ

し尿 － 67kL 67kL



被害額合計 62.3億円
・ 農作物、保管米等・・・約17億円

・ 畜産物 ・・・・・・・・・・・・約3千万円

・ 農業用機械 ・・・・・・・・約30億円

・ 農地、農業施設等被害

及び復旧費 ・・・・・・・・約15億円

18農道

砂に埋もれた畑

農業被害の状況（市の把握分）

被害面積 1,406 ha

浸水した水田
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鬼怒川緊急対策プロジェクト（ハード面）

平成２７年９月関東・東北豪雨で大きな被害を受けた鬼怒川下流域
国、茨城県、鬼怒川下流部の７つの市町が主体

ハード・ソフトを一体化した緊急的な治水対策を実施

〇国土交通省関東地方整備局 〇茨城県

〇結城市 〇下妻市 〇常総市 〇守谷市 〇筑西市 〇つくばみらい市 〇八千代町

「平成27年9月関東・東北豪雨」の再度災害防止のため、決壊した堤防などの復旧、堤防の
かさ上げや拡幅、洪水時の水位を下げるための河道掘削などの河川改修を緊急的・集中
的に実施し、治水安全度の向上を図ります。
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鬼怒川決壊地点の堤防整備経過

堤防決壊後、すぐに緊急復旧工事を行い、着手から２週間で応急復旧が完了しました。

本復旧工事については、翌年１月から着手し、出水期前の５月末日に堤防が完成しました。

（国土交通省 関東地方整備局 下館河川事務所HPより）

緊急復旧

本復旧

決壊地点

工事着手前

決壊地点 決壊地点
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検証委員会の設置（見えた課題と対応）

◆水害時の災害対応

・広域避難の重要性と近隣市町との連携の必要性

・事前に災害を想定した対応計画作成の必要性（地域防災計画等）

◆災害情報の伝達・共有

・様々な情報伝達手段の必要性

・県災害対策本部などの防災関係機関との情報共有の必要性

◆住民の防災意識

・過去の経験等が逆に避難しない判断に影響（正常性バイアスの働き）

・住民向けの防災訓練や防災教育の必要性

検証委員会を設置し、市の水害対策を検証

広域避難計画

情報伝達手段
の多様化

防災教育日本一
への取組
マイ・タイムライン



大規模水害時 広域避難の協定締結

鬼怒川・小貝川下流域の１３市町（減災対策協議会設立）において、水害時に協

定市町の住民が広域避難するために必要な事項を定めた「大規模水害時の広域

避難に関する協定」を締結し、水害時に備えて自治体同士で協力し合っています。

常総市・古河市・結城市・龍ヶ崎市・下妻市・

取手市・つくば市・守谷市・筑西市・坂東市・

つくばみらい市・八千代町・利根町

＜協定締結市町一覧＞
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◆水害時の災害対応

・広域避難の重要性と

近隣市町との連携の必要性



広域避難訓練

災害対策本部運営訓練 避難所運営訓練

避難所開設訓練 避難所運営訓練

⇒
つ
く
ば
み
ら
い
市
へ

⇒
つ
く
ば
市
へ
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災害情報伝達システムの整備

25

○防災行政無線

○防災ラジオ

○登録制メール配信

○エリアメール

○SNS連携

Twitter・Facebook・LINE・YAHOO！防災

○避難所開設状況アプリ

◆災害情報の伝達・共有

・様々な情報伝達手段の必要性



洪水時避難の”ジブンゴト化”を促進する「避難行動促進ツール」

★ 住民へ避難のきっかけをつくり、ジブンゴトとして捉えて頂くために、首長からのメッセージ動画を配信

◼ 常総市内において現在地を送信することで、鬼怒川・小貝川・八間堀川が氾濫した場合の浸水の有無や、浸水が及ぶ河川を特定できます。

◼ 浸水深だけでなく、浸水継続時間や家屋倒壊等氾濫想定区域の有無も確認できます。

◼ 建物状況を入力することで、水平避難または屋内安全確保などの避難行動の目安を確認できます。

◼ 洪水時には、常総市内の避難所の混雑状況をリアルタイムで確認できるサイト（VACAN）も閲覧できます。

位置情報と建物階数、建物
構造から屋内安全確保また
は水平避難の判断となる情
報を提示

VACANの情報へ

浸水継続時間、家
屋倒壊等氾濫想定
区域の有無も確認

3河川の浸水深を提示

GPS情報の取得・送信

（画面操作イメージ）

（配信イメージ）

★首長から緊急の
メッセージを配信

●水害リスクの「ジブンゴト化」を推進 ●迅速かつ的確な避難行動を促す ●常総市をフィールドに構築
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住民によるタイムラインの推進
◆住民の防災意識

・過去の経験等が逆に避難しない判断に影響（正常性バイアスの働き）

・住民向けの防災訓練や防災教育の必要性
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住民一人ひとりが自分自身に合った避難に必要な情報・判断・行動を把握し、いわば「自分

の逃げ方」を手に入れることを目的とした、「みんなでタイムラインプロジェクト」という先駆的な

取り組みのモデル地区に常総市が選ばれ、住民参加の検討会を平成２８年度から始めていま

す。全国初の取り組みとして、市内の若宮戸と根新田の２地区において、『マイ・タイムライン検

討会』を実施し、参加した住民自身のマイ・タイムラインが作成されました。

これらの過程を取りまとめた記録集が作成され、下館河川事務所ＨＰで公開されています。

（国土交通省 関東地方整備局 下館河川事務所HPより）

みんなでタイムラインプロジェクト
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逃げキッド(マイ・タイムライン検討ツール)
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◆住民の防災意識

・防災教育の必要性





防災教育・訓練

マイ・タイムライン（小学生）

水害以降、毎年9月初旬（９月１０日「常総市防災の日」を制定）に、市内小中学校一斉防災

教育を実施し、工夫し充実した防災教育・訓練を行っています。

「マイタイラインづくり」、 「クロスロード」、「ワークショップ」、「防災マップづくり」などを行い、

防災に関する基礎的な知識だけでなく、自ら考え行動し、地域で助け合う心を学んでいます。

今後も防災教育・訓練の取り組みを継続し、子どもたちが自発的・能動的に防災に取り組む

ことができるよう改善を行い、「防災教育日本一」の実現を目指します。

マイ・タイムライン（中学生） 31
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小中学校の一斉防災訓練

防災腹話術

クロスロード

避難所体験

防災学習（地震）



防災スポーツ
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○キャタピラエスケープ ○レスキュータイムアタック

○キャットサイクルレース○防災知識トレーニング

「楽しんで，競い合って身体で覚える」ことをテーマに，災害時の自助・共助，災害後の
復旧・復興を想定し，スポーツとして体に身につけ，もしもの時に備えるプログラムです。



防災キャンプ
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○放水体験 ○消火体験

○はしご車○バケツリレー

○防災ヘリ

いつ起こるともわからない自然災害に備え、キャンプ体験を通じて「楽しみながら防災
に備える」「生き抜く力を身に付ける」ことを目的とする。



地域の防災力を高めるには，自分の身を自分の努力で守る（自助）と，地域や近所の

人々が協力して防災活動に取り組む（共助）が不可欠です。

市では，災害による被害を最小限にするために，市内全地区に自主防災組織の結成を

目標に掲げ，自主防災組織の結成を促しています。また，組織結成支援や防災活動の

アドバイス，活動を継続するための補助事業を行っています。

※自主防災組織の結成及び活動に対し、予算の範囲内で補助金が交付されます。

35（茨城県地域防災力強化事業より）

自主防災組織の強化

自主防災組織の防災訓練

自主防災組織の強化



自主防災組織

常総市が目指す自主防災組織とは？

消防団・民生委員
・ケアマネ・防災士

・ＰＴＡなど

自主防災組織
連絡協議会

会長

連携

自
治
区

自
治
区

自
治
区

自
治
区

自
治
区

自
治
区

自
治
区

自
治
区

自
治
区

小学校区単位

令和３年度から結成・活動

36

➀災害時の迅速な連絡体制確立
➁発災初期の地域防災力強化
③避難行動要支援者の安全確保
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【ソフト】自主防災組織との連携（個別避難計画作成）

○地域（自主防災組織）による安否確認体制の構築
・水害で逃げ遅れ者が多数発生してしまった反省を踏まえ、障害者、高齢者などの要支援者の安否
確認体制の構築を進めている。

取組の流れ

○地域に支援が必要な人がいることを知ってもらうため、地域住民、要配慮者を
集め会議を開催 NHK地域ミーティング https://www.nhk.or.jp/mito/lreport/article/000/81/

○市役所が作成した要支援者名簿を基に、地域で支援する対象者を絞り込み、災
害時の安否確認の体制図を作成

○支援が必要な方ひとりひとりの避難計画（個別避難計画）の作成

※NHK水戸放送局HPから

https://www.nhk.or.jp/mito/lreport/article/000/81/
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防 災

避難行動要支援者対策

〇 台風による洪水を対象とし、避難指示等発令に着目した常総市からつくば市への広域
避難訓練を実施した。

また、同地区在住の避難行動要支援者の方にも訓練に参加していただき、個別避難
計画の実効性を確認及び計画の更新を実施した。
【 開催日 】 令和7年10月11日（日）9時30分～11時30分
【 訓練対象地区 】 常総市三妻地区
【 訓練会場 】 豊里柔剣道場：つくば市今鹿島4262

【 訓練内容 】

9時30分 避難指示発令（常総市三妻地区）防災行政無線
広域避難開始：対象地区（常総市三妻地区約60名参加）

＊車移動

9時30分～ 避難所受け入れ開始
避難所到着後・・・順次、避難所に避難し、受付及び避難所設営を実施

〇受付は、実災害時担当部署が対応
〇受付後に、避難者が協力し間仕切りテント及びエアーベッド
の設営を行う（設営補助は、職員及び防災士が担当）
○避難行動要支援者へのヒアリング（避難経路の確認や
計画更新について）

11時15分～避難所設営終了
警察挨拶及び講評



在日外国人・介護予防教室

外国人の水防災意識向上を
目的とし，市内在住の外国人
を対象にマイ・タイムラインの
作成講習会を実施

介護予防教室で，マイ・タイ
ムライン作成講習会を実施
し，自分の環境に合った逃
げ方を作成
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市では，災害に強いまちづくりを進めるため，地域の防災リーダーとなる防災士（防災

の知識・技術を習得したことを認証された人:日本防災士機構）の養成を促進するために，

防災士資格取得にかかる受講料や登録料などの費用の全額を補助しています。

また，市職員についても，「職員研修」の一環として，防災士資格取得を勧めています。

なお，資格を取得した住民及び市職員数は計260名います。 （令和７年１月現在）
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地域防災力の強化（防災士の育成）

平成３０年９月に「常総市防災士連絡協議会」を設立し，地域の防災力を向上させるとと

もに自主防災組織結成促進やマイ・タイムライン普及のための講師をしています。

地域防災力の強化（防災士の育成）



防災士の活動



防災士の活動



防災士の活動



防災士の活動
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防災士の活動
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その他の取り組み
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市役所庁舎の浸水対策

常総市役所
屋外の非常用電源周辺に2ｍの防水壁

２ｍ

↓実績浸水深の銘板

庁舎出入口に浸水対策の
止水板を整備
（緊急時に止水板を設置）

止水板

庁舎入口



48

災害対策本部レイアウト

地域防災計画には、「災対本部を本庁に置く」のみ記載。
設置場所（大会議室）及び各班のレイアウト（ﾘｴｿﾞﾝ含む）を
明確化。地図、電話・電力増設、TVｱﾝﾃﾅ線等を整備。
また、 「職員災害時初動対応マニュアル」を作成。

ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ型ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ（１／１万）

常総市の対策（ソフト面）

・事前に災害を想定した対応計画作成の必要性（地域防災計画等）

・県災害対策本部などの防災関係機関との情報共有の必要性



≪都市公園≫
屋外イベント等の開催
R７.４月以降整備予定

（利用可能日は現時点未定）

≪企業立地ゾーン≫
グッドマン常総2

（マルチテナント型物流施設）
Ｒ６，年度末 竣工≪企業立地ゾーン≫

グッドマン常総
（マルチテナント型物流施設）

Ｒ５．７月末 竣工

≪観光農園ゾーン≫
グランベリー大地（有限会社大地）

空中いちご園（観光農園）
Ｒ４．１２月１７日 開業≪企業立地ゾーン≫

土地・建物：日本GLP
テナント：株式会社ムロオ
（食品総合物流企業）
Ｒ４．４月 操業

≪民間集客施設（１）≫
ＴＳＵＴＡＹＡ ＢＯＯＫＳＴＯＲＥ

常総インターチェンジ
Ｒ５．５月２７日 開業

≪大規模施設園芸ゾーン≫
株式会社たねまき常総

国内最大級のミニトマト栽培施設
Ｒ５．４月3日 操業

≪道の駅常総≫
マルシェ・物販・地産地消
レストラン・スイーツカフェ等
Ｒ５．４月２８日 開業

≪民間集客施設（２）≫
常総ONSEN＆SAUNA
お湯むすび（天然温泉）
Ｒ６，11月23日 開業

食と農と健康の産業団地

圏央道 常総ＩＣ

アグリサイエンスバレー常総

- 8 -

≪大規模施設園芸ゾーン≫
アグリストファーム株式会社

AIを活用したスマート農業施設
Ｒ７年度 操業予定
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道の駅常総

令和５年４月28日開業 道の駅常総

開業から１年で来場者が200万人を突破しました！！
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防災先進まちづくり宣言！

～災害支援への感謝を力に変えて～

「防災先進都市」

最後に！

市 民

防 災

行 政

絆


